
 

 

市役所の仕事は多岐に渡り、学生の皆さんには、わかりにくいものも多いかと思います。未来を担う若

者に、市役所の業務の内容ややりがいを理解して頂くことも私たちの重要な仕事です。 
 

今年 11 月、海外事業課に九州国際大学付属中学校 2 年生

のお二人が、市役所の仕事に関するインタビューのため、来

課しました。学校の授業の一環として「地域や社会が抱える課

題や問題点」について考えることを目的に、2 年生全体で市役

所の様々な部署を訪問しているそうです。 
 
インタビューでは、平成 26 年にＪＩＣＡの短期専門家とし

て、カンボジアで 2 か月間の現地指導を行った経験談を交

えながら、お話をしました。非常に熱心に話を聞いて頂いて、30

分の予定が、あっという間に１時間経っていました。後日、丁寧

なお礼のお手紙とレポートが届きました。職員としても、中学生

からの視点や感想を伺うことができて貴重な経験となりました。 
 
未来を担う子供達に、海外事業課の取組内容を説明し、理解

して頂くことで、多くの応援団を今後も増やしていきたいと思

います。 

「初めてのことがたくさん」 
 

 

 

 

 

「水の大切さ」 
 

 

 

 

 

 

 

 

「言葉の壁」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝焼けの中のアンコールワット 

カンボジアでの現地指導の様子 
 

お二人のレポートから 

報告者： 上下水道局 海外事業課 主査 井手 美由紀 

九州国際大学付属中学校の修学旅行先はオーストラリアで、その日程の中

にはホームステイ等も組み込まれているのだそうです。 

私自身、こうして海外事業に携わることになったのも、原点は学生時代に語

学研修で海外に滞在したことによるところが大きく、ぜひ経験してみてほしいな

と思います。すべてコロナウィルス次第・・・。 

後日届いたお手紙とレポート 
完成度が⾼くて、驚きました 

中学生インタビュアー、海外事業の実態に迫る！ 

～「海外事業課の仕事って？？」～ 
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